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幸手市長　木村 純夫

一緒につくりあげよう！
市民のみなさんが家庭や地域でいきいきと暮らせる
よう、生涯学習や文化活動など様々な分野の支援を
図ります

暮らしに安心を！ 災害対策や交通安全対策など、市民のみなさんの暮らしに
安心をお届けします

　

住みつづけたい！ 定住促進のための補助や教育・子育てを豊かにする事業に
取り組み、住みつづけたくなるまちづくりを進めます

　　幸手中央地区産業団地の拡張に向けた準備 
756万 8千円

　隣接する神扇地区の市街化区域編入に向け
た農林調整や都市計画変更の手続きを行うた
めの資料作成を行います。 施政方針

令和６年度の主な施策と予算額

令和６年度
幸 手 市

　令和6年度の事業の一部を紹介しています。詳細は、「予算書」「予算のポイント」「予算概要」をご覧ください。
市役所情報公開コーナー、各公民館、図書館（本館および香日向分館）、市ホームページにて閲覧いただけます。
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よ
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踏
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。

　

新
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ナ
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５
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５
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感
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一
方
で
、
高
齢
化
等
に
よ
る
社
会
保

障
関
係
経
費
の
増
加
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
伴
う
税
収
の
減
少
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
・
長
寿
命
化
対
策
や

庁
舎
整
備
と
い
っ
た
当
市
の
課
題
に
加

え
、
物
価
高
騰
に
よ
る
経
常
的
な
経

費
の
増
加
に
も
対
応
し
、
克
服
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
６
年
度
は
、
国
の

動
向
や
経
済
情
勢
を
注
視
す
る
と
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も
に
、
広
い
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野
で
市
民
の
ニ
ー
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を

把
握
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的

か
つ
効
率
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に
配
分
し
て
、
「
市
民
本

位
」
「
未
来
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向
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
行

政
運
営
を
行
う
た
め
の
予
算
を
編
成
い

た
し
ま
し
た
。

　　空き家の実態調査の実施	 1,006万 5千円
　地域住民の生活環境に影響を及ぼす空き家
の適正管理の推進と、空き家の利活用を促進す
るため、市内全域を対象に空き家の実態調査を
実施します。

新規

　　惣新田幸手線バイパス沿線地区の
　　土地利用検討　　　　　　1,189万 1千円
　周辺エリアの市場性などの基礎的調査を行
い、道の駅を核とし、農業と連携した土地利用
の検討を行います。

新規

　　浸水被害の軽減　　　　　1億 6,717万円
　台風や集中豪雨の際、河川や水路などの増水
による水害を防ぐため、水路、排水ポンプ場な
どを整備します。

　　住宅リフォーム資金の補助		 	
　　　　　　　　　　　　　　　　1,000万円
　住宅環境の向上、市内建設関連業者の振興の
ため、市内施工業者によるリフォーム経費の一
部を補助します。	

継続

			保育サービスの充実　　　4億7万 9千円
　公立保育所では、一部の業務のICT化や主食
提供（3歳児以上）など、サービスの充実に努
めます。

　　放課後児童クラブの運営	
1億 4,244万 9千円

　小学校児童の健全な育成を図るため、放課後
児童クラブ12か所の運営を行います。

　　学校再編に向けた学校施設の整備
3,786万 2千円

　令和9年4月の学校再編に向けて、令和6年
度は、上高野小学校の校舎などの改修設計や、
上高野小学校・東中学校の体育館の改修設計
を行います。

新規

　　児童手当の対象を拡大　　
6億6,172万 3千円

　令和6年 10月分から、制度改正により対象
年齢の拡大や第3子以降の支給額の引き上げな
どが実施されます。

　　5歳児健康診査の実施	 　	77万 9千円
　子どもの発育・発達状況の確認と子育てに関
する心配事を解消できるよう、5歳児健康診査
を実施します。

新規

　　運動習慣プログラムの実施	　　　105万円
　働き盛り世代から個人の健康状態に応じた
運動が継続できるよう、運動習慣プログラムを
提供します。

　　生きがいeスポーツの普及	　	40万 5千円
　eスポーツをとおして、外出の機会の増加や
交流の創出、認知症やフレイルの予防を図りま
す。

新規 　　地産地消 SDGs 取組宣言登録事業所の支援	
																																	50 万円
　幸手産農産物の消費拡大と高付加価値化に
向けた支援を強化するため、取組宣言登録事業
所に対し、特別栽培米の購入経費の一部を補助
します。

　　さくらマラソン大会の実施　　		410万円
　　　　　　　　　　　

　　スマートフォン講座の開催　　　	14万円
　公民館に設置されたWi-Fiを活用し、高齢者
などを対象としたスマートフォン講座を実施
します。

繰

　　子ども医療費の対象を拡大	
　　1億6,684万 9千円

　令和6年 10月診療分から、子ども医療費の
支給対象を現行の15歳になる年度末までから、
18歳になる年度末まで拡大します。

　のついたものは、令和 5年度補正予算に計上し令和 6年度に繰り越して執行する事業です。繰

	　	市内を走る移動販売車の支援			24 万円
　買い物が困難な人に対し、移動販売車で買
い物ができるよう、移動販売車の燃料費の補
助を行います。

　　がん患者の生活支援事業　　		64万7千円
　若年者在宅ターミナルケアの経費やがん患
者ウィッグなどの購入に対し、補助を行います。

　生涯スポーツを推進す
るため、第 32回さくら
マラソン大会について、
運営費を補助します。

　　市庁舎整備基本構想の策定	
　　　　　　　　　　　　　　　919万 9千円
　審議会やワークショップなどを開催し、市民
のみなさんの意見を聴きながら、市庁舎整備に
向けた基本構想を策定します。

　　こども家庭センターの開設　558万 3千円
　妊産婦、子育て世帯、
子どもへ一体的に相談
支援を行う窓口を開設
します。

　　幸手産お米引換券の配付
　　（ハッピー・スマイ（米）ル推進事業）	
		　　　　　　　　　　　　	3,059万 4千円

　就学前の子どもを養
育する世帯に、未就学
児1人に対して玄米最
大60㎏を配付します。

新規

新規

新規

新規

　　乗合型デマンドタクシーの運行
　　　　　　　　　　　　　　　762万 2千円

	廃止となった民間路
線バス2路線を対象に
1年間の実証運行を行
います。
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繰
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